
令和８年度 第２回 学校運営協議会  会議録（要点記録） 

１．開催日時  2026 年 7 月 7 日（水） 14 時から 15 時 10 分 

                      （授業参観：13 時 20 分～14 時） 

２．開催場所  天竜中学校被服室 

３．出席委員  鈴木滋芳、中村まゆみ、岡安智代、清水利恭、鈴木剛司 

   （敬称略）  小枝智美、伊藤太一（CS ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

４．欠席委員  米山英二、齋藤 誠、匂坂典男 

５．学 校   刑部 吏（校長）、大庭孝仁（教頭）、山下悦子（主幹教諭） 

増田直由（１年学年主任）、長谷川奨（生徒指導主事） 

佐野正已（校務ｱｼｽﾀﾝﾄ/CS ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ） 

６．ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  堀内信広(天竜協働センター長) 

７．傍聴者   なし 

８．会議録作成者 CS ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 佐野正已 

９．議長の選出 

司会（大庭教頭）より議長希望者を委員各位に募るも立候補はなかった。清水委員から鈴木

滋芳さん推薦の提案があり全委員了承でお願いすることとした。 

10．協議事項 （１）生徒の様子について           長谷川生徒指導主事 

          （２）いじめアンケートの結果より         〃 

          （３）職場体験                大庭教頭 

          （４）学校部活動の地域移行について      刑部校長 

   11．報告事項 （１）野外活動                増田 1 年学年主任 

          （２）学習・生活アンケート項目        山下主幹教諭 

（３）今後の予定                 〃 

12．会議記録 

     委員総数 10 人のうち７人の出席があり、過半数に達していることから会議は成立とした。 

 

  協議事項 

（１）生徒の様子について 

   〇今年の 1 年生はここ数年の中では大変落ち着いている。地域から問題点の打ち上げもない。た

だ不登校の子供がクラスにひとりくらいいるのが課題。2 年生は善悪の判断や、授業と休み時間

の切り替えで少し問題がある。ただ野外活動で突然起きた事象に対して皆で力を合わせて速や

かに対応してくれたりして成長が見られる。活発でエネルギッシュな子供も多く良い方向にシ

フトしていくように指導していきたい。3 年生は先週末で大半の生徒が部活動を終えた。今後は

受験に向けての指導になる。（長谷川生徒指導主事） 

⇒その他として地域から交通ルールのマナーで苦情が出ている。特に自転車で、一旦停止で止まら

ないとの指摘がある。雨の日の送迎車のクレームも多い。（刑部校長） 

⇒クレームは道幅の狭いところに停車しての降車などで、電話やメールで、時には現場の写真を

証拠として送ってくるのでその対応も大変だ。さくら通信で生徒やご父兄あてに改善をお願い

しているが、なかなか解消しない。学校としては拘束する権限もないため苦慮している。 

（大庭教頭） 

 



授業参観の感想について 

→静かでよいと思うが、静かすぎでは、もう少し活発であってもよいと思う。インターネットの記

事からだが、イギリスに留学したある中学生の感想として「イギリスでは自分の考えをまとめて

発言する、間違えてもどんどん発言してよいと教わった。」とあったが、日本でもこうした指導も

よいのではと思う。（伊藤太委員） 

⇒理科の授業では発言は大切だと思っていて、一人の生徒の発言によって他の生徒が様々な反応を

して場が盛り上がる。結果授業も充実する。そんな進め方をしている。（山下主幹教諭） 

⇒社会科では発言が苦手な子には言いたいことを書かせるようにしている。1 年生には校外学習の

一環として最近近在の駅舎や名所旧跡などに公共交通機関を使って子ども達だけで行くような

指導をしている。3 年次の修学旅行で班別の自由行動につなげたいと思っている。 

（増田 1 年学年主任） 

→授業参観の感想に戻るが、どのクラスの掲示板も掲示物が多いのには感心した。七夕まつりとして

短冊にいろいろ書いて貼りだしていたのも楽しく感じた。野外活動での写真も皆明るく楽しく学

んでいるのが感じられてよいと思った。（清水委員） 

→中学校は小学校と違って勉強は難しくなり部活動も入ってくる等で先生の指導は大変だと思うが、

指導の一環で一旦停止をしっかり指導していただきたい。（岡安委員） 

→交通安全については部活動の中で子供たちをしっかりと指導してくれたので感謝している。結果

自分の子供は今でもしっかりルールを守っている。中学生は先生からの指導を素直に受け入れら

れる年代、今後もご指導をお願いしたい。（小枝委員） 

→天中生の協働センターでの部活動はいつも活発でよいと思う。（堀内協働センター長） 

 

（２）いじめアンケートの結果について 

〇今年からアンケートは自宅にタブレットを持ち帰らせて、土日に家庭で記入するように変更した。

今回のアンケートでいじめと認知した案件は１年が１件（12）、２年が７件（2） ３年は０（１）、

発達学級で２件の計 10 件（０）。昨年の 15 件に対して大幅に減っている。（ ）内は昨年の件数。

アンケート以外でここまで計 18 件のいじめを認知しているが、今年の 1 年生は 3 件と少ない。

2 学期も 10 月と 12 月にアンケートを実施する。普段のかかわり合いの中からいじめを認知して

いきたい。（長谷川生徒指導主事） 

  →いじめはどんな内容か？（鈴木滋委員） 

⇒会話の中でのひやかしや裏での陰口、嫌いなあだ名で呼ぶ、くつを他人のものと入れ替える、くつ

箱にいやな手紙がはいっていた等です。（長谷川生徒指導主事） 

 →SNS でのいじめもあるので親の側でもしっかり見守っていきたい。（小枝委員） 

→自分の学生時代は殴られても何も言えなかったことを考えると今の環境は非常に良いと思う。 

（鈴木剛委員） 

 

（３）職場体験 

〇CS 委員からの紹介で、今年度新たにいずみこども園（10/19,20 で 10 名受入れ）といずみっこ

（10/19,20 で 2 名受入れ）の 2 つの事業所が追加された。（大場教頭） 

⇒今年の 2 年生はエネルギッシュな子が多い。職場体験を通じてこれらのパワーを良い方向に仕向

けていきたい。（刑部校長） 

 

 



報告事項 

（１）野外活動について 

  〇最近、熊の目撃情報が多くて観音山や川名の施設を避ける傾向にある。今の 2 年生は御殿場の施

設を使って 5 月に実施したが、ここも今は熊で難しいと考えている。こうしたことから焼津の施

設を考えたが、こちらも既に予約で一杯の状況。野外活動開催の前提は集団で活動することと宿

泊施設に宿泊することであるが、山間部の施設を外すと希望するような施設はなかなか手配でき

ない。そこで現在の 1 年生の来年度の野活は校長先生にも相談しているが、三ケ日青年の家で 2

月実施を考えている。従来とは施設も開催時期も異なるが、これで進めたいと考えている。 

（増田 1 年学年主任） 

  →2 月は校内テストもあり、また兄弟の中で高校入試があるお宅は少し大変だと気がかり。 

（清水委員） 

 

（２）学習・生活アンケート項目 

 〇学習アンケートと生活アンケートを６月に生徒に実施して現在とりまとめ中。今回は学習アン

ケートで教科ごとの質問を研修テーマに掲げた「生徒の自尊心を高める授業」の内容に変更し

た。12 月に 2 回目のアンケートをとるが、その時は保護者と学校運営協議会委員に実施する。

（山下主幹教諭） 

 

（３）今後の予定 

     11 月 20 日（火）  

13：20～14：00 授業参観 １年生（防災講習）と３年生（法教育で模擬裁判等） 

                     ＊２年生はこの日は職場体験で外出 

       14：00～15：30（終了予定） 学校運営協議会 


